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平成 26年度専修大学スポーツ研究所研修会報告
スポーツと地域貢献・現状と課題　―沖縄県の取り組みについて―

１．名桜大学訪問

　名桜大学は、那覇市内より車で1時間ほど北

に向かった名護市内にあり、観光スポットを過

ぎて間もない、周りを緑に囲まれた名護湾を見

下ろす高台に位置している。一学年の学生数

は、国際学群が約300名、人間健康学部のス

ポーツ健康学科と看護学科が各々約100名の

計500名ほどであり、当学の約1/10の規模で

ある。今から20年前の1995年4月に私立大

学として開学し、5年前の2010年4月より公

立大学として沖縄北部の12市町村に完全移管

された。それに伴い、学生もより全国から集ま

るようになり、現在では県外出身者が半数以上

に及ぶ。

　キャンパスは決して広いわけではないが開放

的で、春休み中にも関わらず、部活や勉強のた

めに通学している学生をちらほら見かけられた。

キャンパス内を視察している間、運動部と思し

き学生からは、会う人会う人気持ちのいい挨拶

の声もきかれた。それが沖縄の風土のためなの

か、名桜大学だからこそなのかは分からないが、

キャンパス全体としてアットホームな雰囲気を

醸し出しているように思い、親しみを感じられた。

当研修では、名桜大学の主に体育施設を視察

するとともに、野外教育、その中でも水辺活動

を専門とする同大学人間健康学部スポーツ健康

学科の上級准教授である遠矢英憲先生を訪問

し、スポーツを通じてどのように地域との連携

を図る活動を行っているか、学生と地域とをつ

なぐためにどのような活動を行っているかを調

査した。

（１）教養体育のカリキュラム
　教養教育科目の中に、全学共通のコア科目

が配置されており、アカデミックスキル、ライフ

デザイン、思想と倫理、沖縄理解、健康スポー

ツの各分野に関する科目が開講されている。健

康スポーツには体育実技（Ⅰ、Ⅱ）と理論科目

（健康・スポーツ科学）が選択必修科目として

置かれており、そのうち合計2単位の取得が卒

業要件となる。

　スポーツ健康学科においては、スポーツ健康

演習が1年次の必修とされており、人間教育や

安全教育を目的に、プロジェクトアドベンチャー

やスノーケリング実習を組み込んでいる。これ

らのプログラムは学外の施設や場所を利用し展

開しており、大学からバスで移動して授業を実

施している。当然、その地域の方々、学生同士、

学生と教員の協力なくしては成り立たないもの

であり、初年次教育としての効果も期待したプ

ログラム展開と位置付けている。ただし、後期

開講ということで、何とかプロジェクトアドベン

チャーのプログラムだけでも前期開講の科目に

組み込めないか、あるいは全学共通の科目とし

て開講できないかと画策しているとのことであっ

た。

　当研究所では昨年度、大阪工業大学准教授

（現筑波大学体育系教授）の木内敦詞先生を招

聘し、大学教養体育が初年次教育として果た

す役割についての特別研究会を催したが、名桜

大学でも同様に、木内先生を招聘し研究会を実

施したとのことであった。現在では、スポーツ

の教育とともにスポーツを通じた教育をより重

視している大学が増えていることが実感された。

（２）キャンパス・施設－地域拠点として－
　開学当初からの体育施設が中心であり、空

調や規模に苦労している。大学の決定プロセス

日　時：  2015 年 2月18日（水） 9 時～16 時

訪問先： 名桜大学人間健康学部スポーツ健康学科
 遠矢 英憲 上級准教授（名桜大学総合研究所副所長）、田原 亮二 上級准教授、
 小賦 肇 上級准教授、  前川 美紀子 上級准教授、  財務部プール担当  比嘉 義典 氏
 くいなエコ・スポレク公園とその周辺

内　容：  名桜大学におけるスポーツを通した地域貢献－地域特性を生かした社会貢献－
 くいなエコ・スポレク公園周辺視察（スポーツキャンプ地調査）
報告者： 野呂 進（商学部教授）、富川 理充（商学部准教授）

写真１．名桜大学正門 写真 2．名桜大学総合グラウンド

名桜大学訪問、およびくいなエコ・スポレク公園視察

写真 3．北部生涯学習推進センター滞在型研修施設
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は最終的には12市町村の合議制がしかれ、そ

れらの改善策を講じるのにも時間がかかる半面、

公立大学となったことで良い面もあるようであ

る。それは、大学としての機能だけではなく、

地域拠点としての役割を担うことにある。

　「やんばる」ともいわれる沖縄県北部地域は

高齢化や過疎化が進んでいるのみならず、県内

の他の地域と比較すると経済的な格差もあるそ

うだ。そのような状況の中で、北部地域の生涯

学習や教育研究、健康、まちづくりなど、様々

な活動の地域拠点となるべく組織が学内に整

備されている。その中心となるのが、キャンパ

スの北側に配置された名護市の施設である北部

生涯学習推進センターである。講義等で用いら

れる教室のみならず、普段は大学の授業で体育

館として、あるいは入学式や卒業式などのイベ

ントスペースとしても利用される実習・演習ホー

ルが隣接されている。目の前には滞在型研修施

設も設けられており、北部地域の住民に限らず、

他県や他地域からも受け入れており、企業研修、

学生の合宿や子どもの宿泊学習などに利用され

ている。

　さらに、北部地域の中心となる名護市内や近

辺には、大きな競技会を開催できるような各種

スポーツ競技場が少なく50ｍプールもないと

いう。北部地域の大会を開催するにも、数時間

をかけて那覇市などの中部地域などに出掛ける

必要があり、帰りが夜遅くになることもしばしば

とのことである。それらの施設を名桜大学とし

て持つことは北部地域の子どもたちの活動を支

援することにもつながり、“将来に抱く夢”と遠

矢先生は語られた。

　北部生涯学習推進センターの施設内の一角

には、上述した北部地域の様々な活動の支援

や大学と地域をつなぐ窓口となる名桜大学エク

ステンションセンターが設置されている。例え

ば、名護市民を対象とした公開講座や、県およ

び北部12市町村・区・自治会を対象とした出

前講座を開講しているが、平成26年度の実績

は両者を併せて、128講座（前者：32講座、

後者：96講座）にも達する。それだけ大学が

地域とのつながりを重視し、積極的に地域拠点

の役割を担おうとしているという表れである。

　

（３）沖縄における海洋教育の必要性
　名桜大学には水深1.2～1.4ｍで25m×6

レーンの屋内温水プールがあり、その隣には水

深5mのダイビング訓練用潜水プールが備えら

えている。水辺活動を専門とする遠矢先生の働

きかけにより作られたものと思ったが、プールの

完成当時より備わっていたようである。

　沖縄は温暖で周りを海で囲まれているので、

いつでも海で泳げるためにプールは少なく、そ

れでもほとんどの人が泳げるものと思い込んで

いた。しかし現実は異なり、特に親の世代の人々

は、海は危険な場所との認識が強いという。よっ

て、子どもを海で泳がせるよりもむしろ遠ざけ、

かといってプールも少ないために実際には泳ぎ

が苦手な人が多いそうだ。とはいうものの、水

辺の自然体験から得られる教育効果は大きく、

せっかくきれいな海に囲まれた環境の中で生活

しているのだからこそ、沖縄における海洋教育

は必要不可欠なことである、と遠矢先生は言う。

　教養体育のカリキュラムの項でもふれたが、

スポーツ健康学科の1年次にはスポーツ健康

演習という必修科目があり、スノーケリング実

習がプログラムとして組み込まれている。泳ぎ

を身に付けるのであれば、いわゆる“水泳”の

授業でもよい。しかし、それでは水泳嫌い、あ

るいは泳ぎが苦手な学生が持つネガティブなイ

メージをかえって助長してしまうおそれがあると

考え、スノーケリングを教材として取り入れたそ

うだ。マスク、スノーケル、フィンの三点セット

にライフジャケットあるいはウェットスーツを加

えた四点セットを正しく着用し、正しいスノーケ

リングの技術を身につけることが泳力の向上に

つながる。そこで得られた自信によって徐々に

水辺活動への恐怖心が取り除かれる。最終的

には海洋実習を通じて海洋教育につなげたり、

マリンスポーツを生涯スポーツとして興味を持

たせたりすることを意図したこの授業は、成果

としてもあがっている（資料１参照）。

　希望者には、さらにその他の授業や講習会を

受講することによって、スノーケリング協会公

認インストラクター指導者の認定が受けられる

ようになっている。その認定を受けた先輩学生

が、翌年にはインストラクターとして授業補助

に入り後輩学生を支援する。また、地域の小学

校等へ出張して、あるいは子どもたちを大学へ

集め、スノーケリングの授業や教室を行い水辺

活動における安全教育を進める。名桜大学の

授業における取組みが発端となり、学生ととも

に地域を巻き込んだ海洋教育のよい循環の仕

組みが成立していた。実際に、インストラクター

の認定を受けた学生を中心に、地域での水辺

活動だけではなく、その他の各種イベントへ積

極的に関わるようになってきたということであっ

た。マリンスポーツのメッカである沖縄の特色

を生かした大学の地域貢献の一つの形がそこに

あった。

　蛇足的ではあるが、当学にも水球の試合を開

催可能な水深1.8mの25m屋内プールがあり、

アクアスポーツという実技科目を開講している。

やはり“水泳”の授業にならないよう、泳ぎへ

の苦手意識を取り払うために、最初からフィン

をつけて泳ぐように授業を展開している教員も

多い。海洋実習までは実施できないが、フィン

により水中を楽に進む感覚が得られると、泳ぎ

が苦手な学生も楽しさを覚えるようである。詳

細は異なるが、両大学で同じような授業を展開

していることの情報共有ができ、今後の共同研

究への可能性も話し合うことができた。

（４）所感
　学生数でいうと当学の約1/10の規模で、所

在も決していい立地とはいえない一地方大学で

あるが、あるいはだから故かもしれないが、情

報発信や地域との連携を非常に重視しているこ

とが伝わった。大学の資源である施設や情報、

教職員、学生、ネットワークをいかに地域に還

元し、地域の中で大学を成長させていくかとい

うことを本当に真剣に考えていた。大学には各々

の特徴はあるだろうが、学生を巻き込んだ地域

貢献活動の進め方は、ここ川崎においても是非

とも参考にしたい。

写真 4．ダイビング訓練用潜水プール 写真 5．屋内プール器材庫 写真6．キャンパス内にて（右：遠矢先生、左：野呂所員）
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資料1．日本野外教育学会第17 回学会大会における遠矢先生の発表資料
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２．くいなエコ・スポレク公園周辺視察
（スポーツキャンプ地調査）

　名桜大学の視察および先生方との情報交換

終了後、さらに北へ40分ほど車を走らせた沖

縄本島最北端にある国頭村へ向かい、くいなエ

コ・スポレク公園及びその周辺の視察を行った。

そこには、くにがみ球場、くにがみ屋内運動場、

国頭陸上競技場、シーサイドテニスコート、総

合体育館、クロスカントリーコースなどの施設

が整備されている。

　プロ野球の秋季キャンプを皮切りに、冬期

シーズンは何かしらのスポーツ競技のキャンプ

の予定が切れ目なく組まれていた。それらのキャ

ンプに対しては村をあげて歓迎し、万全の受け

入れ体制が整えられているようで、周辺の公道

にも“陸上長距離チームの合宿中。走行注意”

なる看板が、交差点のあちらこちらに置かれて

いた。

　視察の日は、くにがみ球場で日本ハムファイ

ターズの2軍が韓国プロ野球チームとの練習

試合を行っていたが、おそらく200名近いファ

ンが観戦に訪れていたと思われる。そして、駐

車場に駐車された車の多くがレンタカーであっ

たことに驚いた。2軍といえども、プロ野球チー

ムのキャンプがもたらす経済効果は、その地元

にとっては非常に大きな影響を及ぼすのであろ

う。

　名護市から国頭村までの道中には、あまり信

号を見かけなかった。適度なアップダウンや、

海沿いからちょっと内陸へ入れば程よい坂道も

みられ、自転車やトライアスロンでもいいキャン

プ地になると思っていた。案の定、途中で自転

車チームの練習に遭遇した。空港からのアクセ

スは考慮しないで考えると、トライアスロンの練

習をするには非常に恵まれた環境である。公共

の50mプールがあれば申し分ないところであっ

たが、近くの学校のプルなども借りることも検

討できるかもしれない。

　確かに空港からのアクセスはいいとは言えな

いが、多くのチームがキャンプ地として選択す

るに値する環境であった。ここで選手を指導し

ている自身のイメージが浮かび、少しばかり楽

しい気持ちが湧いてきた。

写真 7．国頭陸上競技場入り口 写真 8．国頭陸上競技場内

写真 9．陸上競技場および野球場周辺走路 写真10．国頭村スポーツキャンプ予定（陸上競技場前掲示板）


